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第
29
回
人
間
ら
し
く
働
く
た
め
の
九
州
セ
ミ
ナ
ー
in
ふ
く
お
か
が
、
11
月
10
日
㈯

～
11
日
㈰
の
両
日
、
福
岡
市
早
良
区
の
も
も
ち
パ
レ
ス
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

5
月
12
日
、
プ
レ
企
画
と
し
て
事
前
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
習
会
は
、
北
海

学
園
大
学
の
川
村
雅
則
教
授
が
「
青
年
の
働
く
ル
ー
ル
と
健
康
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
に
関
連
し
た
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
国
公
（
国
土
交
通
労
組 

九
州
航
空
支
部
）�

�

山
﨑
　
真

ホームページ　単産・単組の専用ページパスワード：yamagasahashiru（7/1 ～ 7/31）

福岡県何でもファイブ  【年間ごみ総収集量（平成27年度）】 第1位：福岡市 548,403t　第2位：北九州市 383,195t　第3位：久留米市　103,614t　第4位：飯塚市 46,173t　第5位：大牟田市 39,854t

規
制
緩
和
と
労
働
強

化
は
表
裏
一
体

　

川
村
教
授
は
、
働
く

ル
ー
ル
と
健
康
に
関
し
て
、

現
場
に
出
て
調
査
す
る
こ

と
と
そ
の
「
構
造
」
を
考

え
る
こ
と
の
両
方
が
大
事

だ
、
と
述
べ
、
自
ら
の
体

験
と
し
て
、
大
学
卒
業
論

文
の
テ
ー
マ
と
し
て
長
距

離
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
の

労
働
実
態
を
調
べ
る
た
め

ト
ラ
ッ
ク
に
同
乗
し
、
調

査
手
法
が
解
ら
ず
ひ
た
す

ら
メ
モ
を
取
っ
た
。
運
転

時
間
、
荷
物
の
取
扱
時
間
、

睡
眠
時
間
な
ど
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
事
を
克
明
に
記

録
し
、
こ
れ
が
結
果
的
に

働
き
方
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

と
述
べ
ま
し
た
。

　

貸
切
バ
ス
の
労
働
現
場

の
話
で
は
、「
規
制
緩
和

で
競
争
が
起
き
て
運
賃
が

安
く
な
り
、
利
用
者
が
増

え
て
皆
よ
く
な
る
」
と
い

う
話
が
、
実
際
は
、
バ
ス

会
社
が
増
え
て
車
両
も
増

え
、
旅
行
会
社
優
位
に

な
っ
て
発
注
単
価
は
下
が

り
、
労
働
条
件
が
悪
く

な
っ
た
。
我
々
は
調
査
活

動
を
通
し
て
問
題
点
を
提

起
す
べ
き
だ
、
と
述
べ
ま

し
た
。

調
査
活
動
は
政
治
に

結
び
付
け
て
解
決
を

　

ま
た
、「
調
査
活
動
を

政
治
に
結
び
つ
け
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
、

発
注
の
在
り
方
の
視
点
で

調
査
を
行
い
、
賃
金
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
賃
金
の

算
出
根
拠
で
あ
る
「
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
」
と

実
際
の
賃
金
支
払
い
額
が

違
う
事
を
明
ら
か
に
し
て
、

「
実
際
の
支
払
額
は
低
い
。

そ
の
差
額
は
ど
こ
に
い
っ

た
の
か
」
と
指
摘
。
公
契

約
条
例
の
制
定
に
向
け
て

調
査
活
動
を
ど
う
政
治
に

つ
な
げ
る
か
、
こ
こ
が
課

題
で
あ
る
、
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
調
査
を
国
の

法
律
、
公
契
約
法
制
定
や

労
働
契
約
法
な
ど
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
自
治

体
レ
ベ
ル
で
は
「
労
働
政

策
」
を
実
施
さ
せ
る
公
契

約
条
例
づ
く
り
が
必
要
で
、

非
正
規
公
務
員
と
業
務
発

注
の
二
つ
の
分
野
で
自
治

体
当
局
や
受
注
企
業
・
事

業
者
に
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を

守
ら
せ
る
条
例
づ
く
り
が

必
要
で
、
そ
も
そ
も
自
治

体
は
住
民
福
祉
の
増
進
が

使
命
で
あ
る
。「
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
」
は
ど
こ
の

自
治
体
に
も
存
在
し
、
自

治
体
に
と
っ
て
は
費
用
の

削
減
だ
が
、
そ
こ
で
働
く

者
に
は
し
わ
寄
せ
が
き
て

い
る
。
そ
の
こ
と
を
調
査

し
、
政
治
に
結
び
付
け
て

解
決
す
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
結

び
ま
し
た
。

「
有
期
の
無
期
転
換
」

は
必
ず
実
施
さ
せ
な

け
れ
ば

　

今
年
4
月
か
ら
の
5
年

有
期
の
無
期
転
換
に
つ
い

て
、
処
遇
は
低
い
ま
ま
で

も
「
雇
い
止
め
の
恐
怖
」

か
ら
労
働
者
は
解
放
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、

無
期
転
換
を
回
避
す
る
た

め
に
脱
法
行
為
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
調
査
し
な
い
と

解
ら
な
い
。
調
査
し
見
え

る
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
大
手
や
公
共
関

係
の
職
場
で
は
、
必
ず
無

期
転
換
を
実
施
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ

ま
し
た
。
次
回
の
事
前
学

習
会
は
7
月
28
日
㈯
の
予

定
で
す
。

お
話
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
の
憲
法
カ
フ
ェ
で

は
「
北
朝
鮮
か
ら
攻
め
ら

れ
た
ら
ど
う
す
る
？
」「
９

条
が
少
し
ぐ
ら
い
変
わ
っ

た
っ
て
生
活
に
影
響
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
？
」
な
ど
の

お
題
で
グ
ル
ー
プ
毎
に
討

議
・
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
ど
お
り
の
充

実
し
た
内
容
で
、
憲
法
カ

フ
ェ
は
職
場
な
ど
で
も
や
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

横
須
賀
軍
港
巡
り
で

は
、前
日
に
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
（
陸

上
空
母
離
着
陸
訓
練
）
が

終
了
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
Ｃ
Ｑ
（
空
母
着
艦
資

格
取
得
訓
練
）
に
向
け
出

港
直
前
の
原
子
力
空
母
ロ

ナ
ル
ド
レ
ー
ガ
ン
を
見
れ

ま
し
た
。

　

次
に
日
本
平
和
委
員
会

の
千
坂
事
務
局
長
の
講
演

で
は
、
戦
争
法
成
立
後
の

自
衛
隊
の
動
き
に
つ
い
て

　

集
会
は
、
県
労
連
江
口

議
長
よ
り
こ
の
間
の
政
治

情
勢
、
働
き
方
改
革
一
括

法
案
の
持
つ
危
険
性
を
報

告
。
そ
し
て
、
政
府
与
党

が
日
本
維
新
の
会
、
希
望

の
党
を
巻
き
込
ん
だ
修
正

案
に
よ
る
採
決
は
決
し
て

許
さ
れ
な
い
と
強
調
、
集

会
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
駅

前
通
行
中
の
労
働
者
へ
強

く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
日
本
共
産
党

真
島
省
三
前
衆
議
院
議

員
、
福
岡
第
一
法
律
事
務

所
近
藤
恭
典
弁
護
士
か
ら

訴
え
の
後
、
リ
レ
ー
ト
ー

ク
を
行
い
、
県
国
公
恵
藤

事
務
局
次
長
、
エ
フ
コ
ー

プ
生
協
労
組
伊
藤
中
央
執

行
委
員
長
、
福
岡
市
職
労

辻
永
書
記
長
、
福
建
労
本

部
佐
藤
書
記
、
県
労
連
道

下
事
務
局
長
の
5
人
よ

り
、
危
険
極
ま
り
な
い
制

度
内
容
、
過
労
死
増
大
を

始
め
と
す
る
働
き
方
改
革

一
括
法
案
は
廃
案
し
か
な

い
と
訴
え
、
合
わ
せ
て
引

き
続
き
運
動
を
継
続
す
る

決
意
を
述
べ
、
最
後
に
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
て

終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
緊
急
行
動
に
は
、

山
内
衆
議
院
議
員
（
立
憲

民
主
）、
稲
富
修
二
衆
議

院
議
員
（
国
民
民
主
）、

野
田
国
義
参
議
院
議
員

（
無
所
属
）よ
り
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
5
月
22
日（
火
）18
時
30
分
よ
り
、

緊
急
な
呼
び
か
け
で
、
博
多
駅
博

多
口
で
「
働
き
方
改
革
一
括
関
連

法
案
強
行
採
決
阻
止
」
集
会
が
開

催
さ
れ
、
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

プレ集会、第一弾

「青年の働くルールと健康」

第29回 人間らしく働くための九州セミナーinふくおか

緊急集会で街頭にアピール
横須賀港に停泊中の

原子力空母ロナルドレーガン

緊急開催の中 40人が集う

「現場調査が大切」と川村教授

憲法カフェの様子

日本平和委員会の
千坂事務局長

「自衛隊と米軍の一体化
がすすんでいる」

５
月
26
日
・
27
日　

ユ
ニ
オ
ン
ユ
ー
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
２
０
１
８

＠
神
奈
川
県
横
須
賀
・
三
浦
海
岸

働き方改革関連法案強行採決は許さない

第29回  定期大会 福岡県労連
議長　江口謙二

と　き：８月19日（日）
ところ：第三博多偕成ビル（博多区博多駅南 1-3-6）

受付：9時30分
開会：10時　閉会：17時（予定）

第1号議案　2017年度経過報告
第2号議案　2018年度運動方針（案）
第3号議案　2017年度決算・監査報告
第4号議案　2018年度予算（案）

下記のように定期大会を開催するので、代議員各位ご参加ください。

議
題

ス
ロ
ー
ガ
ン 「
見
て
、知
っ
て
、語
っ
て
、じ
わ
っ
と

�

感
じ
る
身
近
な
憲
法
」
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※詳しくは、県労連ホームページを
　ご確認ください

核
兵
器
の
な
い
平
和
で

公
正
な
世
界
の
た
め
に

今後の日程  7/9㈪いかんよ貧困･福岡定例宣伝、機関紙協会理事会、県労連4役会議 7/11㈬教宣局会議、自治体学校実行委員会 7/12㈭平和行進福岡市歓迎集会 7/14㈯役員検討委員会正副委員長会議 7/15㈰県春闘共闘18経験交流集会 7/17㈫県労連幹事会 7/21㈯～23㈪第60回自治体学校in福岡

♦以前、麻生太郎財務大臣は、憲法「改正」
について講演の中で、ヒトラー率いるナチ
スドイツの台頭で、「ワイマール憲法はい
つの間にか変わっていた。誰も気が付かな

い間に変わった。あの手口を学んだらどうか」と発言しま
した。「嘘も 100回言えば本当になる」は、ナチスドイツ
の宣伝相だったゲッベルスの言葉だとのこと。最近日本の
社会には、「嘘を 100回言おう」という人が増えています。
ナチスドイツに「学び」、国民の声を聞かず、一切の反省も
なく嘘と隠ぺいを繰り返す安倍政権。いくら嘘をつき続け
ても嘘が「本当」になることがないことを、安倍首相や社
会にはびこる「嘘つき」の皆さんに学んでもらわなければ
なりません。� （ひ）

原
水
爆
禁
止
２
０
１
８
世
界
大
会
・
国
民
平
和
大
行
進

◆原水爆禁止 2018 年世界大会　全体日程
　　国際会議（広島）　　　　8月2日㈭～4日㈯
　　世界大会（広島・長崎）　8月4日㈯～9日㈭

◆国民平和大行進
7月 7日㈯	 �大牟田市四つ山児童公園で熊本県か

ら引き継ぎ
7月11日㈬	 �佐賀県基山町役場で佐賀県から引き

継ぎ
7月18日㈬	 吉富町山国橋で大分県から引き継ぎ
7月21日㈯	 �北九州市門司区唐戸桟橋前広場で山

口県に引き継ぎ

み
の
な
い
笑
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
思
わ
ず
ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
し

ま
う
。
内
容
は
男
女
や
夫
婦
間
の

下
な
話
が
多
い
の
で
本
紙
で
は
紹

介
で
き
ま
せ
ん
が
（
笑
）、
軽
い

の
を
ふ
た
つ
。

●
父
親
　「
こ
の
子
は
知
性
を
ぼ

く
か
ら
受
け
継
い
だ
よ
う
だ
ね
」

�

　
母
親
　「
そ
の
よ
う
ね
。
わ
た

し
の
知
性
は
ま
だ
な
く
な
っ
て
い

な
い
も
の
」

●
安
っ
ぽ
い
政
治
家
は
少
な
く
な

い
。

　
彼
ら
が
引
退
す
る
ま
で
に
国
か

ら
か
す
め
取
る
資
産
も
少
な
く
な

い
。

　

息
抜
き
の
読
書
に
お
す
す
め
で

す
。

�

（
は
や
し
だ
こ
う
い
ち
）

　

図
書
館
に
行
く
な
り
タ
イ
ト
ル

が
目
に
つ
き
借
り
て
み
ま
し
た
。

労
働
組
合
活
動
に
会
議
は
つ
き
も

の
で
す
が
、
真
面
目
一
辺
倒
で
2

～
3
時
間
も
会
議
し
て
い
る
と
疲

れ
て
き
ま
す
。
た
ま
に
は
息
抜
き

で
笑
い
話
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
「
週
刊
新
潮
」
の
ジ
ョ
ー
ク
欄

を
40
年
近
く
担
当
し
て
き
た
著
者

が
紹
介
す
る
ジ
ョ
ー
ク
。
読
ん
で

み
る
と
私
た
ち
日
本
人
に
は
な
じ

さくら舎
定価1500円+税

この本
おすすめ

後

集

記

編

福
岡
県
知
事
へ
の
意
見
書

提
出
要
請
や
昨
年
意
見
書

を
提
出
し
た
福
岡
県
弁
護

士
会
と
の
懇
談
、
審
議
会

の
傍
聴
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
何

よ
り
大
切
な
取

り
組
み
は
、
私

た
ち
労
働
者
の

切
実
な
声
を
審

議
会
に
届
け
、

審
議
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め

に
県
労
連
は
、

最
低
賃
金
を
１

０
０
０
円
以
上

に
引
き
上
げ
る

こ
と
を
求
め
る

団
体
署
名
と
個

人
署
名
に
取
り
組
み
ま

す
。多
く
の
署
名
を
集
め
、

最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

　

２
０
１
８
年
の
福
岡
県

の
最
低
賃
金
を
決
め
る
福

岡
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

が
6
月
28
日
か
ら
始
ま

り
、
8
月
初
旬
に
は
福
岡

労
働
局
長
に
答
申

が
出
さ
れ
ま
す
。

県
労
連
で
は
、
最

低
賃
金
の
大
幅
な

引
き
上
げ
を
求
め

て
、
最
賃
闘
争
委

員
会
を
中
心
に
取

り
組
み
を
強
め
て

い
き
ま
す
。
す
で

に
県
労
連
が
実
施

し
た
「
最
低
生
計

費
試
算
調
査
」
結

果
に
つ
い
て
福
岡

労
働
局
と
の
懇
談

を
持
ち
、
結
果
を

審
議
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
、
連
合
だ
け
で
な

く
県
労
連
か
ら
も
意
見
陳

述
さ
せ
る
こ
と
を
申
し
入

れ
し
ま
し
た
。
今
後
、
審

議
会
へ
の
意
見
書
提
出
、

  

被
爆
73
年
に
開
か
れ
る

２
０
１
８
年
世
界
大
会

は
、「
核
兵
器
の
な
い
平

和
で
公
正
な
世
界
の
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
8
月
2

日
～
9
日
、
被
爆
地
広
島

と
長
崎
の
両
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。今
年
の
大
会
は
、

昨
年
7
月
7
日
に
核
兵
器

禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
、

人
類
史
上
は
じ
め
て
核
兵

器
が
明
文
上
も
違
法
化
さ

れ
た
も
と
で
、
こ
の
禁
止

条
約
を
力
に
、「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」
実
現
と
い

う
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
、
新

た
な
運
動
の
飛
躍
を
創
り

出
す
歴
史
的
大
会
で
す
。

同
時
に
、
大
会
は
核
兵
器

の
禁
止
・
廃
絶
、
国
際
紛

争
の
平
和
解
決
を
求
め
る

国
際
政
治
の
流
れ
が
、
大

国
中
心
の
力
の
秩
序
か

ら
、
対
等
平
等
、
平
和
で

公
正
な
秩
序
へ
の
大
き
な

変
化
を
生
み
出
そ
う
と
す

る
も
と
で
開
か
れ
ま
す
。

  

4
月
27
日
、
板
門
店
で

南
北
首
脳
会
談
が
、ま
た
、

6
月
12
日
に
は
１
９
５
３

年
の
朝
鮮
戦
争
停
戦
以
来

は
じ
め
て
、
米
朝
首
脳
会

談
が
ひ
ら
か
れ
、
朝
鮮
半

島
の
自
主
的
統
一
、
戦
争

状
態
の
終
結
と
平
和
の
確

立
、
朝
鮮
半
島
の
完
全
な

非
核
化
を
共
通
の
目
標
と

す
る
歴
史
的
合
意
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

  

と
り
わ
け
、
朝
鮮
半
島

の
非
核
化
に
「
圧
力
一
辺

倒
」
の
姿
勢
を
崩
さ
ず
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を

向
け
る
日
本
政
府
の
姿
勢

を
正
し
、
被
爆
国
に
ふ
さ

わ
し
い
役
割
を
果
た
さ
せ

る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
課

せ
ら
れ
た
国
際
的
な
責
務

で
す
。

  

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

実
行
委
員
会
は
、
世
界
大

会
の
意
義
を
つ
か
む
た
め

の
学
習
を
重
視
し
、
世
界

大
会
（
広
島
）
で
1
万
人

の
参
加
を
め
ざ
し
て
代
表

派
遣
に
と
り
く
む
よ
う
各

団
体
に
要
請
し
ま
し
た
。

  

今
日
の
歴
史
的
情
勢
に

応
え
、
新
た
な
展
望
を
開

く
大
会
と
し
て
必
ず
成
功

さ
せ
る
べ
く
、
す
べ
て
の

単
産
・
単
組
か
ら
の
代
表

を
送
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
青
年
組
合
員
の
参
加

に
特
段
の
配
慮
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

  

そ
の
上
で
、
地
域
・
自

治
体
ぐ
る
み
の
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
」
め
ざ
す

運
動
の
発
展
を
め
ざ
し
、

世
界
大
会
参
加
に
向
け
て

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

な
ど
、
各
単
組
・
職
場
の

取
り
組
み
の
推
進
・
強
化

を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。
今

年
の
国
民
平
和
大
行
進

は
、
広
島
に
向
か
っ
て
の

コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。
多

く
の
組
合
員
の
参
加
を
呼

び
か
け
ま
す
。

まかせて安心！充実の補償内容

全 労 連 共 済
｜個｜人｜加｜入｜共｜済｜

》自動車共済

ささえあって

広げる安心

ノンフリート
等級別
割引・割増
継承可能！

全国
どこでも
24時間
事故受付！

割安な
共済掛け金、
補償は充実！

組合員の
立場で
示談交渉！

対人賠償共済

対物賠償共済
車両共済

人身傷害共済・
搭乗者傷害共済

　全労連共済の自動車共済は、全労連共済が全国 5つのエリア
【北海道】【東北】【関東】【中部】【西日本】の自動車共済協同
組合と代理所契約を締結しており、団体扱いで契約をします。

お問い合わせは 　全労連共済福岡県支部　☎092-433-1833 紳
士
淑
女
の
ジ
ョ
ー
ク
全
集

著
者
　
井
坂
　
清
　
　

最低賃金1000円以上を
求める署名にご協力を！

北九州市門司区唐戸桟橋で山口県行進団との引き継ぎ

長崎平和像前で反核平和マラソン


